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Ⅲ．ジオリファレンス（画像ファイルの GIS 化）                   

 
 
 
 
 
 
 

（１）ジオリファレンスを行う画像ファイルと GIS データの準備 

ここでは、Esri 社の「ArcMap」を用いたジオリファレンスの方法を紹介します。 
はじめにジオリファレンスを行う画像ファイルを準備します。次に、ジオリファレンスを行

うにあたっては、「ArcMap」上でほかの GIS データ（道路や河川など）を参考に作業を行うた

め、参考とする GIS データを「ArcMap」上に準備します。ここまで作業した状態が下図です。 
 

ジオリファレンスを行う画像ファイル 

 
京都市明細図（京都府立総合資料館所蔵「京の記憶ライブラリ」

http://kyoto-shiryokan.jp/kyoto-memory/index.php） 
 

ここで用いたデータは、国土地理院の基盤地図情報（http://www.gsi.go.jp/kiban/）からダウ

ンロードした 2500 分の 1 の GIS データを「ArcMap」で認識可能な shp（シェープ）ファイ

ルに変換したものです。 

 
GIS ソフト上で地図として表示するものは、位置情報としての座標値が必要です。

画像ファイルの場合、座標値が書かれた紙媒体の地形図であっても、GIS で読み込む

ためにはコンピューター上で座標値を与える作業を行います。この作業がジオリファ

レンスです。 

※ジオリファレンスとは？ 
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  ここからジオリファレンスを行うために「ArcMap」
上にデータを追加します。 
はじめにジオリファレンスのツールバーを表示する

ために、メニューバーの「カスタマイズ」→「ツール

バー」→「ジオリファレンス」の順にクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
以上の手順で作業を行うと、下図のジオリファレンスツールバーが表示されます。 

 

 
ここでジオリファレンスを行う画像ファイルを追加します。データの追加のアイコンをクリッ

クすると、「データの追加」のウィンドウが開きます。 

 

ジオリファレンス対象の画像があるフォルダを指定します（上図の左ウィンドウ）。 
フォルダが見つからないときは、「フォルダに接続」をクリックすると、接続するフォルダを

選択できるので（上図の右ウィンドウ）、目的のフォルダを選択し、OK をクリックします。 
（上図のフォルダの場所等は実際の作業とは異なりますのでご注意ください） 

  

データの追

参照可能な

フォルダの

一覧 

フォルダに接続 

一階層前のフォルダへ移
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最終的に左図のデータの追加ウィンドウ

で対象の画像ファイルを選択し、「追加」を

クリックします。 
 
 
 
 
 
 

「データの追加」をクリックすると、右図のウィ

ンドウが表示される。これは、画像がジオリファレ

ンス前であり位置情報を持っていないことを示す

ものなので、OK をクリックします。 
 
 
  「ArcMap」のコンテンツの中に対象の画像が追加されたことがわかります。 

しかし、この状態ではジオリファレンスを行なっていないのでデータは表示されません。 
そこで、ジオリファレンスのツールバーから「画面表示にフィット」をクリックすると、対象

の画像が作業ウィンドウ上に表示されます。 

 
 

ここから、追加した画像を GIS データと合わせる作業を行います。この状態では、画像と GIS
データの位置関係により、合わせる作業を行い易いとは限らないため、次頁で作業を行いやすい

表示の方法を紹介します。 
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  左図の状態では、取り込んだ画像ファイルが、最も下

にあり、その上にトレーシングペーパーを重ねたように

して、町丁界・水部という順番で GIS データが表示され

ているため、画像ファイルが GIS データに埋もれている

ように見えます。これには、各レイヤ（データ）の表示・

非表示の切り替えや、上下階層を変更することができま

す。 
表示・非表示の切り替えは、各データ左横のチェック

ボックスのチェックを切り替えることで可能です。 
上下階層の変更は各ファイル名部分をドラッグし任意

のファイルの上または下へ移動することで可能です。ド

ラッグした際には挿入する部分に黒線が現れます。 
 
 

さらに、表示したレイヤの透明度を変更することができる。

透明にしたいレイヤの名称部分を右クリックし、「プロパティ」

を開きます。    
「表示」タブをクリックし、透過表示の数値を入力（変更）

し、OK をクリックします。透過表示 0%とは 0%透明（不透

明）、同 100%とは 100%透明（＝見えない）ことを意味しま

す。画像ファイルと GIS データとでは、プロパティのウィン

ドウが異なりますが、透明度設定に関する部分が示す内容は

基本的に同一のため、ここでは画像ファイルの透明設定を紹

介しています。 
 
 
 
 

 

チェックをクリッ
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 （２）ジオリファレンスの作業 

ここから実際にジオリファレンスの作業となります。はじめに、画像と GIS データの一致する

部分のうち 1 ヶ所（画像の方は座標値を与える都合から図の角が望ましく、GIS データの方は道

路や河川等が作業を行いやすいと思われる）が比較的近く表示されるように、GIS データの表示

範囲を調整します。このとき画像が表示範囲から出たり、GIS データと縮尺があまりにも違った

りした場合は、ジオリファレンスツールバーの「ジオリファレンス」→「表示範囲にフィット」

をクリックし、作業に適した表示状態にします。 
 

画像と GIS データ双方の一致させるべき地点が

定まれば、ジオリファレンスツールバーのコント

ロールポイントの追加のアイコンをクリックし、

画像の方の一致させるべき地点をクリックします。 
クリックするとプラス印が現れます。  

このとき、近くの GIS データに反応して「～端

点」のように表示が出ることがありますが気にす

る必要はありません。「～端点」の方にマウスの先

端が移動する場合は、画面表示を拡大すると良い

です。 
 
 
 
 

次に、画像をクリックした後の状態のままで、

今後は GIS データの方の一致させるべき点をクリ

ックします。このとき、画像の方のクリックした

ところから線が伸びていれば問題ありません。ク

リックすれば線は消えます。 
これで、コントロールポイントの追加が 1 ヶ所

終了し、画像と GIS データが 1 ヶ所のみ繋がった

ことになります。この要領で、他にも合計で 3 ヶ

所以上コントロールポイントを追加します。2 ヶ所

目のコントロールポイントを追加すると、画像と

GIS データの縮尺がほぼ一致するので、3 ヶ所目

以降のコントロールポイントの追加は比較的容易

です。 

コントロールポイントの追

画像の方の一致させるべき

GISデータの方の一致

させるべき点 
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  四角い画像であれば四隅にコントロールポイントを入れるとよいのですが、山地のように目印

がない場合や、歪みが大きい場合には、適宜一致させたいところに追加していきます。コントロ

ールポイントが正確であるかどうかは、後述するリンクテーブルのなかの残差で分かり、残差が

大きいほど精度に問題があります。 

 
 
もしもコントロールポイントの追加を誤った場合は、そのコントロールポイントを削除するこ

とができます。まず、ジオリファレンスツールバーの「リンクテーブル」のアイコンをクリック

すると、上図のようなウィンドウが出てきます。リンクの番号はコントロールポイントを追加し

た順番です。各番号をクリックすると、画面上のコントロールポイントのプラス印の交点が黄色

く表示されるので、どのリンク番号がどのコントロールポイントかわかります。削除したいコン

トロールポイントが見つかれば、上図のように番号を選択し右上の削除アイコンをクリックする

と、そのコントロールポイントが消えます。リンクテーブルを閉じて作業を再開できます。（1
回目の画像の方への追加で誤った場合は、任意の地点をクリックしてコントロールポイントを追

加した後にこの作業を行います） 
 
  コントロールポイントの追加が終了すれば、ジオリファレ  

ンスツールバーの「ジオリファレンス」→「ジオリファレン

スの更新」をクリックします。これで、画像のコントロール

ポイントの座標値が認識され、画像はGISデータとなります。 
 次回の作業時にジオリファレンスした画像を「ArcMap」
上に読み込む場合は、他の GIS データの読み込みと同様の方

法で、単にデータの追加のアイコンからジオリファレンスし

た画像を選択するだけです。 

リンクテーブル 

リンク番号 
コントロールポイント

削除のアイコン 



 31

  ここで注意しておく必要があるのは、ジオリファレンスした画像は、1 つの画像ファイルでは

なく、座標情報などを持つ複数のファイルで構成されるようになることです。そのため、データ

の移動や名前の変更の際には、それらをまとめて移動したり、名前を変更しなければ、座標情報

が失われジオリファレンス前の状態に戻るなどトラブルが発生します。下図では、元の画像ファ

イルのほかに 3 つの新しいファイルが作成され、合計 4 つのファイルで構成されています。場合

によって構成されるファイル数が異なることがあります。 
 
  
 
 
 
 
 
 

（３）ジオリファレンスした画像を Google EarthTMで表示する方法 

Google EarthTMは Google によって無償で公開されている 3D ソフトウェアで（要インストー

ル）、Google マップのような衛星画像による地表の観察や場所の検索だけでなく、地面起伏や建

物を 3D 表示することが可能です。そして今回紹介するように、GIS データを取り込むことも可

能です。 
 

 はじめに、「ArcMap」が起動していて、Google 
EarthTMに載せる画像が表示されていることを

確認します。そこで、ArcToolbox という機能を

立ち上げます。 
方法は 2 通りあり、メニューバーの下に赤い

アイコンがあればクリック、なければ、メニュ

ーバーの「ジオプロセシング」→「ArcToolbox」
をクリックします。 
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 ArcToolbox のウィンドウが現れたら、「変換ツール」→「KML へ

変換」とクリックするが、このとき赤い box マークの左側の「＋」

マークをクリック。 
次に、「レイヤ→KML（Layer to KML）をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
レイヤ→KML（Layer to KML）のウィンドウが現れたら、レイヤに Google EarthTMへ載せ

る画像データを入れます。このとき、コンテンツウィンドウから文字部分をドラッグして入れる

と容易に入ります（下図）。 
  次に「出力ファイル」の右横のフォルダのアイコンをクリックし、Google EarthTMとして起

動させるための KMZ というファイル（作成されるファイルは KML ではない）の保存場所と名

前を指定します。これは、一般の Word などと同じ要領で保存すればよいです。保存先フォルダ

が見つからないときは、画像を読み込んだ時と同じ方法で「フォルダに接続」などを利用します

（2 頁参照）。 
 レイヤの出力スケールとは、画像を何分の 1でGoogle EarthTMに載せるかということなので、

Google EarthTMの画像と同じ縮尺で表示するためには、1 分の 1 という意味で「1」と入力しま

す。このとき、半角で入力する必要があります（直接入力モードや、全角で入力後に F8 を押し

て半角に変換します）。全角（ひらがなモードなど）で入力すると認識されないことがあります。

最後に OK をクリックすると KMZ ファイルが保存指定した場所に作成されます。 
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保存指定した場所に、KMZ ファイルが作成されます。この KMZ をダブルクリックすると、

Google EarthTMが起動し、追加した画像の範囲が表示されます。 
 

 

 
追加した画像の表示・非表示切り替えや建物の 3D 表示のほか、表示を拡大し続けると地面レ

ベルの視点から 3D の建物を眺めたり、北を下にしたりすることも可能です。また、追加した画

像ファイル名を選択して透過表示のタブを左に移動することで、追加した画像の透明度を変更で

き、Google EarthTMの画像が見えるようにできます。 
 
 
 
 
 

 

方位の選択 

ストリートビュー 

拡大縮小

建物の 3D 表示 

画像ファイル

透過表示 


